
声明 文在寅候補の大統領当選を歓迎し新政権に期待する 

 

 昨日実施された第１９代韓国大統領選挙において、「共に民主党」の文在寅候補が、「保

守の牙城」といわれる大邱、慶南、慶北を除く全地域で１位を記録、青年層を中心に幅広

く票を集め、得票率４１．４％を得て当選した。広範な国民の支持を受けた文候補の当選

は「国民の勝利」であり、「わたしたちの勝利」である。韓統連は文候補の当選を心より歓

迎し、新政権に大いに期待するものである。 

 「朴槿恵―崔順実ゲート」で明らかになった朴政権の国政ろう断と憲政秩序破壊に憤激

した国民は、１７００万にも及ぶキャンドルを掲げ続けて、ついには朴槿恵を罷免し逮捕

に追い込む成果をかち取った。さらにこの「キャンドル革命」は、朴槿恵とその追従勢力

の不正腐敗、悪政失政を対象とし追求するところにとどまるのではなく、すべての積弊の

清算とそれらを主導してきた積弊勢力の一掃が、韓国が真の民主共和国として生まれ変わ

るために、不可欠の課題であり、国民が主権を行使してそれを実現しなければならないこ

とを明らかにした。 

 すなわち、今回の大統領選挙では、キャンドルに示された国民の意思を選挙において全

面的に発揮し、積弊清算と民主改革をなによりも優先し積極的に推進する民主政権ヘと政

権交代を果たすことが、最大の課題であった。文候補は昨日夜、「キャンドル革命」の発信

地である光化門で、「正義の国、統合の国、原則と常識が通じる国をつくるために、共に闘

った偉大な国民の偉大な勝利」と当選後の第一声を上げた。文政権の誕生はまさに「キャ

ンドルの民意」にかなうものといえるだろう。 

 文候補は朴政権に反対し、キャンドルデモに参加、賛同する姿勢を示し、選挙公約とし

て、積弊清算特別調査委員会の設置と不正蓄財の没収、財閥改革と特恵根絶などの根本改

革とセウォル号惨事の真相究明、開城工団の再開、韓日「慰安婦」合意の再交渉など、緊

急かつ重要な課題の解決も掲げた。 

 とりわけ開城工団の再開など南北関係については、南北共同宣言に基づき、これを復元

し発展させることが、新政権の急ぐべき課題であることを指摘したい。文候補は盧武鉉大

統領の右腕として１０・４宣言に関わった経歴を持ち、選挙運動期間中には「朝鮮半島平

和構想」の発表を通じて、南北共同宣言の継承を強調、南北の民間交流も推進し、朝米関

係の改善にも尽力するとした。朝鮮半島と東アジアにおける対決と緊張状態から脱却し、

平和と統一を主導していくうえで、ふさわしい役割を担っており期待が大きい。新政権は、

南北海外で共に進める６・１５民族共同委員会の共同行事や全民族大会の開催についても、

積極的に協力することで成功へと導き、「第２の６・１５時代」をきり開かなければならな

い。 

 対米関係については、なによりも自主権を明確に主張することが重要である。特に、米

国側の奇襲配備や費用負担要求で問題が深刻化するサード（ＴＨＡＡＤ、高高度ミサイル



防衛システム）の韓国配備は、「次期政権で検討すべき」としていたが、「配備反対」を明

らかにし、至急に対処することが求められている。また、戦時作戦指揮権の返還について

も公約どおり推進すべきだ。 

 新政権の下で国民主権が発露し、民主が発展し民生が保障され、新政権が民族主権と国

家主権を守護し、平和を実現し統一を促進し、さらには在外同胞が異国の地にあっても、

国民としての誇りを持って民族的に生きることができるよう積極的な政策を展開すること

を希望する。「全力で新しい国をつくる。国民だけを見て正しい道を進む」「国民大統領と

なる」と明言した文在寅・新大統領の決意に拍手を送りながら、韓統連は新政権に支持と

支援を惜しまないことを明らかにする。 
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